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令和元年度 第１回 九州地⽅整備局
コンプライアンス・アドバイザリー委員会 議事概要

令和元年６⽉１９⽇（⽔）１４：００〜１５：００１．開催⽇時

福岡第⼆合同庁舎 共⽤第２・第３会議室２．開催場所

委員⻑ 砂⽥ 太⼠ 福岡⼤学法学部教授３．出席委員
委員 園⽥ 佳巨 九州⼤学⼤学院⼯学研究院教授
委員 村上 英明 福岡⼤学法科⼤学院⻑
委員 ⽮野 真紀 公認会計⼠
委員 ⼭本 智⼦ 弁護⼠ （敬称略 五⼗⾳順）

４．コンプライアンス推進本部出席者
副本部⻑ 川﨑副局⻑ 稲⽥副局⻑
本部員 藤巻企画部⻑ 井浦建政部⻑ 藤井河川部⻑

前佛道路部⻑ 神⾕港湾空港部⻑ 佐藤営繕部⻑
須⽥⽤地部⻑ 栁⽥統括防災官

５．議事
（１）九州地⽅整備局「職場の健康づくり」推進計画の取り組み状況等について
（２）その他

６．議事の概要
（１）九州地⽅整備局「職場の健康づくり」推進計画（平成３０〜３２年度）に基づく

平成３０年度の取り組み状況について、九州地⽅整備局から説明がなされ、説明を
受けて委員から次のような趣旨の発⾔がなされた。

○「職員アンケートの評価⽅法」について
・評価⽅法がＡ評価・Ｂ評価・Ｃ評価で質問が３択・４択・５択のうち、１と２を
合計して８０％以上であればＡ評価とされている。例えば、ポケットブックの携帯
は努⼒⽬標であり、８０％以上のＡ評価で良いと思うが 「倫理意識、ハラスメン、
ト防⽌意識」は本来１００％が前提であるべきで、Ａ評価・Ｂ評価だから良かった
ではなく、質問内容によって評価を変えるというか、改善⽬標を考えるべきではな
いか。
・Ａ評価やＢ評価であっても、本来はこうであるとか、項⽬によってはコメントを
付けるという注釈⽅式も少し考えてはどうか。

○ハラスメント、⾮違⾏為事案について
ハラスメント事案が発⽣した場合には、被害者の⽴場にたって、第三者を含めた
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ヒアリングをきちんと実施することが重要。防⽌策については、研修であったり、
ポケットブックで周知していたりするが、何のためにしているのかという意識をも
う１回持っていただきたい。

○職員のモチベーションの向上について
職員の評価はあまり⾼くなく、⼀⽅推進室側の評価は⾼い事項があります。これ

を解消する⽅法は難しいと思うが、モチベーション向上に寄与した項⽬が各１０％
向上すれば、職員の皆さんも充実するのではないかと思うので、そのあたりの⼯夫
を是⾮お願いしたい。

○地域貢献のＰＲについて
地域貢献ということで、地域でいろんなイベントを開催し、地域住⺠の⽅にも積

極的に参加していただいて、整備局の仕事を知っていただこうという取組が積極的
に⾏われているが、部局内での情報共有とともに、市町村の広報誌に掲載したり、
新聞等にニュースリリースしたり、積極的に地域貢献のＰＲをされた⽅がモチベー
ションも上がるのではないか。

○ＳＮＳについて
広報をした結果、どういう反応が返ってきたということは、記録し議論すると良

い。

○不祥事事案について
不祥事事案については、重要事案ではなくとも、場所や役職等、何か特徴的なも

のがないか抽出しておくのもよいのではないか。
また、⽬が届かない、任せっきりなど特徴があるのであれば、研修の中でそうい

ったところについても⾔及してください。そして何かきづきとかあれば、⽬をかけ
ていただくようにしたらよいのではないか。

九州地⽅整備局からは次のような発⾔があった。

○職員アンケートの評価⽅法について
アンケートの評価等については、委員の意⾒を踏まえ、コメントを付けるという

注釈⽅式も検討していきたい。

○職員のモチベーション向上について
⼈それぞれ受け取り⽅が違うのでモチベーションを最後まで上げるのは難しい。
⾃らがやっている仕事・職場が認められている、⾃分がやっていることがどうい

うふうに世の中に反映されているか、フィードバックされるか感じてもらう努⼒を
しなければいけない。

○広報について
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整備局職員向け広報誌（ＨＯＴ ＮＥＷＳ）については元々は組織内広報として
始まったが、最近はその内容を記者発表したり、整備局のＳＮＳに掲載したりと、
外部にも積極的に広報を⾏っている。また昨年度から対外的な広報について表彰制
度を設けており、その結果モチベーション向上につながればよいと思う。

○不祥事事案について
不祥事事案に関しては、内容を認識したうえで、職員に注意喚起しています。

（２）その他
特になし

７．委員会としての意⾒
委員の意⾒を集約し、次のような意⾒があった。

○「平成３０年度九州地⽅整備局コンプライアンス報告書」について、了解した。

○平成３０〜３２年度の「職場の健康づくり」推進計画の取り組みは、引き続き進め
ていただきたい。

以 上


